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第 207回 荒川区の井上省三像 

筆者：林 久治（記載：2022 年 11 月 3 日） 

（１）前書き 

私（筆者の林）は Random Walks （乱歩）という題名で偏屈老人（林久治）の気侭
な紀行文のサイトを始めている。私の紀行文では、通常の紀行文にはない、斜め目
線からのご紹介を書くことに拘りたいと思います。通常の紀行文に関しては、既に
優れたサイトが沢山ありますので、それらをも引用しつつ、ユニークなご紹介 

を記載することに心掛ける所存です。 

一方、私は日本の銅像探偵団（１）のサイト/）の銅像探索に参加している。私は
珍しい銅像を探して、探偵団の団長さんに「ギャフン！」と仰っていただけること
を目標としている。ここで「珍しい」とは、「➀見つけ難い場所に隠れている有名
人の銅像。②市井で頑張って人生を過ごしたが、有名人ではない人物の銅像」と言
う意味である。私は自宅が東京にあり、孫達が大阪にいるので、主として東京近郊
と近畿地方で銅像探索を行っている。最近、私はネット記事を丹念に調査し、その
ような「スクープ銅像」の候補を多数見つけている。 

武漢肺炎による自粛生活で家に籠っていると、運動不足で体重が増加するし、精

神的にも圧迫を感じる。私の銅像探索は不要不急の活動ではなく、私の生存に必要

不可欠である。昨年の末には感染者数が激減し、「これで流行は終息か？」と期待

していた。所が、本年になって第 6波が到来してしまった。2月 3 日には、日本全

国の新規感染者数は、過去最高の 104,334名に達した。しかし、これをピークとし

て新規感染者数は徐々に減少して、6月 23 日には 16,670名にまで減少した。 

私は第４回目の予防接種を 7月 8日に受けることが出来た。そこで、私は 7月 16

日からの連休後に大阪に行って、孫達と遊ぶことを計画した。しかし、6月末から

第 7波が到来して、新規感染者数が急激に増加し始めたので、残念ながら私は大阪

行きを中止した次第である。その間、新規感染者数は急激に増加し、8月 3日には

過去最高の 249,789 名にまで達した。これは、当日の世界最高値であった。 

東京地方の猛暑は例年以上で、7月初旬から最高気温は連日 35℃以上であった。

従って、第 7波と猛暑のため、私は銅像探索をしばらく自粛していた。しかし、8

月 4日から 6日までは大変涼しくなったので、6日には東京でも銅像探索を再開し

た。９月初旬、私共は大阪に滞在し、近畿の銅像を探索した。東京に帰ってから

も、運動を兼ねて銅像探索を続けている。 

私は、10 月 8日に品川区の上條秀介像、浦本政三郎像、及び菊地淡水像を探索し

た。10月 21 日には、品川区の町田佳聲像、石井鐵太郎像と高木正年像も探索し

た。これらの探索記を含めて、私の銅像探索記の全ては、２）のサイト/fから閲覧

出来ます。 

さて、荒川区の橋本佐内像は１）のサイト/には収録されていない。本像の近くの

南千住駅界隈に、ドン・ボスコ像と井上省三像もあるので、これらもついでに探索

した。（１）のサイト/には、前者は収録されていないが、後者は収録されてい

る。）前回の記事/f では橋本像の探索記を記載した。今回は井上像の探索記事を記

載する。ボスコ像の探索記は次回に記載します。なお、本稿では私の意見などを青

文字で、資料の内容などを緑文字で記載する。 

 

https://douzou.guidebook.jp/
http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf
https://douzou.guidebook.jp/
https://douzou.guidebook.jp/
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-206.pdf
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（２）千住製絨所跡 

 

図１．南千住駅の周辺地図、本図は、３）のサイト/より借用。①：回向院、②：延

命寺、③：橋本佐内像、④井上省三像、⑤ドン・ボスコ像。 

  

私は 10月 29日に、南千住界隈で銅像を探索した。南千住駅の周辺地図を図１に

示す。私は先ず回向院（図１の①）の橋本佐内墓と荒川ふるさと文化館（図１の

③）の橋本佐内像を探索した。その後、荒川区総合スポーツセンター（図１の③）

まで歩いた。約 10分で到着した。当地には、立派な体育館と広い草野球場があっ

た。ここは、戦前戦後を通じて話題豊富な場所である。その紹介は、４）のサイト

/lと５）のサイト/8 で詳しく記載されている。 

次ページの図２上に、図１の地域を 1944 年 11月 7日に日本陸軍が撮影した航空

写真を示す。本図より、現在の荒川区総合スポーツセンター界隈には大きな工場が

あったことが分かる。この工場は「千住製絨所（せんじゅせいじゅうしょ）」で、

1879年 9月 27日に明治新政府によって設立され、被服生地を製造していた。1888

年からは陸軍省の管轄となって工場を拡張、陸軍所要の布地類、毛糸等を生産管理

していた。本工場は、1945年の敗戦により閉鎖され、民間工場となった。 

図２下には、図１の地域を 1970年頃に撮影した航空写真を示す。本図より、千住

製絨所跡に立派な野球場が建設されていることが分かる。６）のサイト/3に次のよ

うな説明がある。 

この区画には「千住製絨所」という明治時代に建てられた、被服生地を製造する官営工場

があった。終戦後は民間企業に売却されたが、業績不振により 1960 年に操業停止してい

③  
④ 

⑤ 

② 

① 

https://www.arakawa-sposen.com/
https://ameblo.jp/indyaki12/entry-12678675064.html
https://ameblo.jp/indyaki12/entry-12678675064.html
https://senseki-kikou.net/?p=10208
https://club.informatix.co.jp/?p=7813
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る。その後この土地は映画会社大映に買収され、同社が所有していたプロ野球チーム「大

毎オリオンズ」（現・千葉ロッテマリーンズ）の本拠地として「東京スタジアム」が建て

られた（1962 年に開場）。しかし、その大映も経営破たんし球場は 1972 年に閉鎖。 

 

 

図 2．上：1944 年 11 月 7日に日本陸軍が撮影した航空写真、本図は５）のサイト

/8より借用。下：1970 年頃の航空写真、本図は６）のサイト/3より借用。 

南千住駅 

東京スタジアム 

https://senseki-kikou.net/?p=10208
https://senseki-kikou.net/?p=10208
https://club.informatix.co.jp/?p=7813
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（３）荒川区総合スポーツセンターの井上省三像 

 荒川区総合スポーツセンター前の角を右に曲がると、１基の胸像が見えた。その

写真を図３に示す。台座正面には、「井上省三像」との題字があった。 

 

 

図３．井上省三像とその周辺 

 

 次ページの図４上には井上像の近接写真を示す。台座背面には上下２枚の碑文が

あった。図４下には上の碑文を示す。下の碑文はかなり風化していて、解読は困難

であった。7）のサイト/lに、上の碑文が掲載されている。それを以下に示す。 

嗚呼贈従五位勲六等井上省三君胸像也君為人異彩横溢青衿覧子獨國勵志究毛織之技歸為千

住製絨所初代長官經略甚勉蓋皇國斯業之隆是為其濫觴矣従是相踵挹注於茲終放懐襄之洪者

維其厥初有君而存也嗟乎君逝會五十年今茲丙子温故者聞風者鑄而寘諸熱海千住両庭設奠致

祭寛祐以第八代所長履君軌躅者繋以銘曰武水澎浡豆山蔚蒼卓乎雄姿永胎子後人之懐望 

昭和十一年十二月十四日       陸軍主計監従四位勲三等功四級濱名寛祐撰 

                  第十八代所長陸軍主計監正五位勲三等鹿野澄書 

 浅学の私は、上記の碑文を解説することは出来ない。ただ、「井上省三の 50周忌

の昭和 11 年（1936）12 月 14日に、熱海と千住で銅像を設置した」らしいことを何

とか読み取れた。省三の略歴は、ウィキペディアや８）のサイト/に書かれている。

それらによれば、彼の生年は 1845年 11月 14日で、没年は 1886年 12月 14日であ

る。従って、碑文の日付は、彼の 50周忌に間違いない。 

（本文は６ページに続く。） 

http://pccwm336.xsrv.jp/sub3.html
http://heisei-shokasonjuku.jp/senjindb/inoueseizou/
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図４．上：井上省三像の近接写真、下：台座背面の碑文。 
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 省三の熱海との関係は、９）のサイト/に詳しく書かれている。その内容は次の通

りである。 

井上省三は明治一九年十月ニ日、東京大学教師であったドイツ人医師ベルツ博士のすす

めにより熱海へ転地し、当時一流の温泉旅館だった真誠社に宿泊して療養に専念した。し

かし、病気(肺結核)は重く、寿命を悟った省三は、かねて親しい日吉又四郎(旅館出人の貸

本屋)に美しい海を見渡せる墓地を求めるように依頼した。そこで又四郎は前から懇意にし

てもらっていた海蔵寺の第九世宗琢和尚に相談し、省三を駕篭に乗せて海蔵寺へ案内し、

宗琢和尚に引き合わせた。和尚は、一見して省三の人柄に打たれ現在の墓地を選び、又四

郎と共に省三を墓地まで手をひいて案内した。その好意に、省三は感涙を流したと云う。

戒名「智光院明道省三居士」も生前に選ばれた。明治十九年十ニ月十四日没 

胸像の作者は井上省三の甥の高須俊彦(帝国芸術院会員、朝倉文夫の門下）で、胸像は昭

和十ニ年一月十九日除幕式。 

 上記文面の通り、省三の墓と胸像（南千住の胸像と同一）は現在も熱海市海蔵寺

にある。下の碑文では、最初と最後が次のように何とか読み取れた。 

外務次官従三位勲二等子爵青木周藏題額 

明治廿一年四月  

東京農林學校教授従六位松野磵撰 非職元内閣少書記官岡守節書 廣群寉鐫 

鐫：「のみ」「ほる」「える」「うがつ」 

 井上像の横に大きな石碑があったが、文面は風化して解読不能であった。ただ、

石碑の脇に荒川区教育委員会の案内板があった。その写真を図５に示す。 

 

図５．井上省三君石碑の案内板 

https://plaza.rakuten.co.jp/hitoshisan/diary/202102210000/
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 図５の文面と井上像台座碑文（下の方）の一致から、台座碑文と石碑文は同一で

あるようだ。以上の資料により、私は井上像建立の経緯を大体は理解できた。しか

し、私としてはもう一つ確証が欲しかった。そこで、ネット記事を丹念に検索する

と、私は貴重な文献を発見した。それは、井上省三の伝記であった。本書の概要は

次の通りである。 

書名：井上省三伝 

著者：井上省三記念事業委員会 編 

発行：昭和 13年 10月２５日 

本書は、10）のサイト/2で閲覧出来る。本書を閲覧すると、私の疑問点は全て氷

解した。私が本書で確認できた点は次の通りである。 

① 省三の没後二年、明治二十一年四月には有志相謀ってその功績を永遠に傳えるため千住 

製絨所構内に功勞記念碑を建設した。時の外務次官青木周藏額を題し、文は東京農林學校

教授松野磵の撰である。 

② 碑文の全文が 154-156頁に記載されている。（本碑文を参考資料の後に示す。） 

③ 昭和十一年が省三没して五十周年に相當するので、千住製絨所並びに全國羊毛工業關係 

の有力者の間に、期せずして記念事業の計畫が成熟し、十一月製絨所内に「井上省三記念

事業實行委員會」の設立を見るに至った。 

④ 井上省三記念事業要綱  

第一 銅像建設 氏の偉業を後世に傳ふる為左の場所に建設す 

  場所 熱海海藏寺境内 副 千住製絨所構内 

第二 略傳編纂 

 第三 総費用は大體八千五百園とし寄附金に依る 

 第四 本事業の大體に於いて昭和十一年十二月十四日迄に完成するものとする 

⑤ 胸像の製作には故人の弟高須彦作の男俊彦氏が之を擔當、當日までに見事に完成しその 

建設を終えた。俊彦氏は帝國藝術院會員朝倉文夫氏の門下、現在彫塑界の俊秀を以て盛名

がある。 

⑥ 銅像台座の碑文の全文が 161 頁に記載されている。 

⑦ 十二月十四日故人の正忌當日を期し、製絨所構内新しく建設せられた胸像の前で盛大な 

る除幕の式が擧行された。（式次第の記述あり） 

⑧ 翌十二年一月十九日午後二時より熱海海藏寺に於て同じく銅像の除幕式を行い、云々。 

 以上の資料などにより、井上像の概要は次の通りである。 

井上省三胸像 

設置場所：東京都荒川区南千住 6-27-7 官営千住製絨所跡 

建立日：1936 年 12月 14日 除幕式 

建立者：井上省三記念事業（五十周忌） 

制作者：高須俊彦（井上省三の甥） 

設置経緯：井上省三（1845年 11月 14日－1886 年 12 月 14日）は「日本の毛織物工業の

父」と呼ばれる。長門国厚狭郡宇津井村（現 下関市）の素封家・伯野家に生まれ、幼くし

て同郡厚狭村（現 山陽小野田市）の厚狭毛利家の家臣・井上家の養子となる。1868 年、山

口の兵学校で蘭学を学ぶ。やがて木戸孝允に才能を認められ、上京。1870 年、ドイツのベ

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1230182/62
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ルリンに留学。初めは兵学を学ぶが、国を強くするには産業の育成が必要だと考え直し、

毛織物工場に職工として入って製絨技術（ラシャなどの毛織物を織る技術）を身に付け

る。1875 年に帰国。その後、内務省に出仕。このころ国は殖産興業政策の下で毛織物工場

の建設を決定し、その準備を省三に命じる。省三は機械の購入などのため再びドイツへ。

1877 年、ドイツ人の妻を伴って帰国。1879 年、東京に日本初の毛織物工場である官営の

「千住製絨所」を開業させ、初代所長として日本の毛織物工業の発展の礎を築く。しかし

病に倒れ、志半ばで 1886 年、満 41歳で死亡。 

なお、1937 年 1月 19 日に、熱海海藏寺境内にて、同じ胸像の除幕式が行われた。 

 

 

参考資料 
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４）のサイト：https://ameblo.jp/indyaki12/entry-12678675064.html 

５）のサイト：https://senseki-kikou.net/?p=10208 

６）のサイト：https://club.informatix.co.jp/?p=7813 

７）のサイト：http://pccwm336.xsrv.jp/sub3.html 

８）のサイト：http://heisei-shokasonjuku.jp/senjindb/inoueseizou/ 

９）のサイト：https://plaza.rakuten.co.jp/hitoshisan/diary/202102210000/ 

10）のサイト：https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1230182/62 

 

 

「井上省三君碑」（明治二十一年四月建設）の全文を次頁（9-10 頁）に収録しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（碑文は次頁に収録してあります。） 
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